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前年度比５%増

令和６年度 一般会計予算

消防費教育費

22月月 定期議会定期議会

問問

答答

問問

答答

他にも廃校となり、活用されていない校舎が
あるが、横山小学校を対象とした理由は。

問問

答答

問問

答答

費用対効果の面から、改築や東和地区のよう
な段階的な統合などは検討しなかったのか。

整備場所は南方中央運動広場であり、利用者
への説明および理解は得られたのか。

改築しても、十数年しか使用できず、新築し
たほうが費用を抑えられる。また、段階的統
合は子どもたちへの影響もあるため、一回で
3 小学校を統合する。

スポーツクラブへの説明は行った。利用者へ
の説明は今後行う。

津山公民館が移転を計画している中で、指定
管理とする施設に、可能性調査を行う必要性
があるのか。

BRT駅があるという公共交通の面から、テス
トケースとして調査するもの。

最近まで使用した校舎なので、早めに調査を
行った方が効果的と考えた。

サテライトオフィス
　　　　　調査事業
事業費 310万円

南方地域小学校施設
　　　　　整備事業
事業費 5955 万円（令和 6年度）

企業立地促進事業

令和５年度補正予算（８億1250万円の追加）
条例改正　７件

事業費 8450 万円（対象 6社）

委員会で審査した主な内容

生活困窮者自立相談支援等生活困窮者自立相談支援等

高齢者の保健事業と
　　介護予防の一体化事業
高齢者の保健事業と
　　介護予防の一体化事業

結婚新生活支援事業結婚新生活支援事業

2421万円

民生費

1190万円

1430万円

公共施設複合化事業
　　　　　　　（米山地区）
19億7022万円（令和6年度）

令和8年度、一部供用開始

461億4269万円461億4269万円

完成イメージ

スマート農業等普及推進事業

多様な担い手育成支援

5018万円
有機センター修繕事業

600万円

200万円

農林費

こんな質疑がありました。

問問

答答 奨励金は平成22年度から令和4年度まで28
億円。税の効果としては、これまでの額に令和
5年度から令和10年度で、更に10億円の収入
が見込まれる。

6年度の企業立地奨励金が、8450万円が計上
されている。これまでの投資額と固定資産税の
効果は。

可決

県東部消防通信指令
　　事務協議会負担金

３億9269万円

（仮称）東部給食センターの新築
3920 万円（令和 6年度）

DX推進事業
６３７３万円

製品プラスチック回収事業
１８１万円

日本型直接支払事業
６億１４０８万円

汚染牧草等処理事業
８４７７万円

５３３万円
鳥獣被害対策事業

国民健康保険
93億3962万円

          9億1770万円

     105億5011万円

後期高齢者医療

介護保険
病院事業     【収益的収入】77億5547万円

上水道事業  【収益的収入】28億6076万円
【収益的支出】27億3313万円

下水道事業  【収益的収入】37億4053万円

老人保健施設【収益的収入】  5億  731万円

【収益的支出】36億7160万円

【収益的支出】83億1407万円

【収益的支出】  5億4072万円

特別会計予算

1.1%

4.3%

企業会計予算

0.7%

橋梁長寿命化事業
２億３０９６万円
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エスビー食品（株）宮城工場

南方中央運動広場

旧横山小学校



登米市中田球場 諏訪公園

採決

可決否決すべき
ものと決定

委 員 会
としての
決　 定

委員長報告では
“否決すべき” 本会議では “可決”

修
正
案
に
反
対
討
論
（
要
旨
）

　

身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
を
行
え
る
範
囲
を
広
げ
、
子
ど
も
た
ち
の
可

能
性
を
発
見
す
る
チ
ャ
ン
ス
の
事
業
と
捉
え
必
要
で
あ
る
。

　

昨
今
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
な
か
、
子
ど
も
た
ち
の
選
択
肢
を

広
げ
る
多
様
な
取
組
で
あ
る
。

　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
よ
う
な
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
は
順
位
だ
け

を
競
う
だ
け
で
な
く
、
自
ら
が
楽
し
み
、
仲
間
や
見
る
人
た
ち
と

一
体
に
な
っ
て
楽
し
む
新
し
い
文
化
で
あ
る
。
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
新
し
い
文
化
、
楽
し
み
を
共
有
す
る
こ
と
で
新
た
な
交
流
を

創
出
す
る
た
め
に
も
必
要
だ
。

採
決

　

修
正
案
を
可
決
の
上
、
修
正
部
分
を
除
く
原
案
に
つ
い
て
可
決
。

修
正
案
に
賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

整
備
場
所
は
中
田
総
合
運
動
公
園
敷
地
内
と
あ
る
が
、
確
定
で

は
な
く
候
補
地
と
の
説
明
に
よ
り
疑
義
が
生
じ
た
。
住
民
の
理
解

を
含
め
再
調
査
し
た
後
に
、
改
め
て
委
員
会
へ
納
得
の
い
く
説
明

が
必
要
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種
目
と
な
り
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
一
過
性

な
流
行
な
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
通
し
ス

ポ
ー
ツ
振
興
や
経
済
効
果
を
ど
こ
ま
で
見
込
ん
で
い
る
か
ビ
ジ
ョ

ン
が
見
え
な
い
こ
と
や
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
も
行
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
多
く
の
若
者
の
た
め
の

事
業
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

スケートボード場整備事業
整備費5,500万円を削除
（予算決算常任委員会において、少数意見の留保）

修正
可決

　

若
者
か
ら
家
族
連
れ
ま
で
の
幅
広
い
世
代
が
集
い
交
流
す
る
施
設

は
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に
限
ら
れ
た
も
の
で
な
く
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も

共
通
し
て
お
り
、
50
代
や
60
代
以
降
の
人
が
そ
こ
に
集
う
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
市
で
は
市
内
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
人
口
も
把
握
で
き
て
お
ら

ず
、
本
市
の
財
政
状
況
を
見
て
も
不
要
不
急
の
支
出
は
控
え
る
べ
き
と

考
え
る
。

　

安
全
安
心
に
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
す
る
意
識
の
醸
成
お
よ
び
可
能
性
の
発
掘
、
競
技
力

の
向
上
を
目
指
す
意
味
か
ら
も
、
削
除
せ
ず
に
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
で
あ
る
。
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
屋
内
外
を
含
め
建
設
候
補

地
の
再
検
討
や
、
照
明
や
利
用
料
な
ど
管
理
体
制
に
つ
い
て
十
分
留
意

す
る
こ
と
。

修正理由留保された少数意見

● 当初予算の審議結果

※採決結果欄　（〇）は賛成、（×）は反対または賛成しなかったもの。※採決結果欄　（〇）は賛成、（×）は反対または賛成しなかったもの。
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議員氏名 採　　　　決　　　　結　　　　果

議案名

可決817○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ×
議案第12号
　令和6年度登米市一般
会計予算（修正案）

　議案第24号について、審査を付託された総務企画常任委員会では、審査における質疑、委員間討議、討論を経て起立採決を行った
結果「全会一致」で原案に対し否決すべきものと決定し委員長報告を行った。しかし、議員全員が出席する本会議において、委員会で
の決定とは異なる原案賛成多数により可決となった。

議　

長

可決223× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第12号
　令和6年度登米市一般
会計予算（修正部分を除く
原案について）

議　

長

　議会が市長の権限に属する組織の在り方について異議を唱えるものではない。この再編された組織で取組まれた施策や事業に
おいて、その成果や効果を評価することが本来の議会の役割であることから賛成する。

原案賛成討論

　議案は議会として委員会に付託されたものであり、委員会が否決の決定を下したものである。付託したところで否決すべきも
のとしたものであれば、議会としてはその方向で進むべきであり、論点の相違、または説明や議論不足があるとすれば改めて委
員会に対して説明すべきであることから条例改正について反対する。

原案反対討論

・本会議での討論

・委員会での質疑・討論

今回の組織改編が、令和2年4月に実施した組織改編以前の状態に戻す内容であることの要因や課題は。
前回の改編による一定の効果はありマイナス面があったわけでないが、一歩前に進んでより良い組織にしたい考えである。

1. 改編により何が向上するのかなど細かいところが見えにくく、資料や説明からは今改編が必要であるとのひっ迫感が感じられ
ない。

2. 令和2年に行った条例の一部改正に対する総括に反省点がないにもかかわらず、今回の改正に至った考え方が不明である。

答
問

● 条例の審議結果
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2625242322212019181716151413121110987654321
議員氏名 採　　　　決　　　　結　　　　果

議案名

可決1114× × ○ × × ○ × × ○ × × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
議案第24号
　登米市組織条例及び登米
市行政不服審査会条例の一
部を改正する条例について

議　

長

提案された候補地（斜線部分）（Google map より引用）

▶議決までの流れ

▶今回（議案第24号）
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－ 　　　　　活かされず －　　　　委員会審査



　
　

本
市
が
取
組
む
施
策
の
す
べ
て
が
人
口
減
少
対
策
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

　
　

産
業
振
興
で
、
稲
作
農
家
が
求
め
る
安
定
し
た
生
産
物

の
買
取
と
、
農
業
で
生
活
で
き
る
基
盤
整
備
の
必
要
性
に
対

す
る
考
え
は
。

　
　

国
策
と
し
て
農
業
を
守
っ
て
い
く
支
援
策
を
継
続
し
て

要
望
し
、
農
業
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
分
が
農
産
物
価
格
に
反

映
さ
れ
る
よ
う
、
適
正
な
価
格
転
嫁
の
仕
組
み
づ
く
り
を
強

く
求
め
る
。

　
　

効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
空
き
公
共
施
設
の

利
用
を
促
進
す
る
計
画
策
定
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
市
公
有
財
産
利
活
用
基
本
方
針
を
改
訂
し
、

多
角
的
な
視
点
を
も
っ
て
利
活
用
の
促
進
に
努
め
る
。

　
　

建
設
予
定
の
複
合
施
設
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
市
長
が
何
を
目
指
す
の
か
に
つ
い
て
、
市
民

に
示
す
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　
　

議
会
に
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
意
見
を
出

し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　

こ
れ
だ
け
の
施
設
を
造
ろ
う
と
発
想
し
た
の
は
市
長
で

あ
る
。
方
向
性
や
基
本
理
念
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

執
行
部
と
特
別
委
員
会
が
議
論
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
　

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
て
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た

め
に
は
商
業
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
具
体
的
に
何
を

ど
の
よ
う
に
充
実
・
強
化
し
て
い
く
考
え
か
。

　
　

商
店
街
や
各
種
団
体
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
積
極
的

に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
支
援
事
業
の

永島　順子 議員

新・立志の会

問問問

会派代表質問

メ
ニ
ュ
ー
を
拡
大
し
て
、
空
き
店
舗
の
活
用
促
進
を
図
る
。

　
　

本
市
は
全
国
に
先
駆
け
て
環
境
保
全
型
農
業
に
取
組
ん

で
き
た
。
県
内
で
は
取
組
が
な
い
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

を
方
針
に
掲
げ
た
こ
と
は
評
価
し
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
体
制
整
備
を
進
め
る
の
か
。

　
　

生
産
か
ら
消
費
ま
で
に
関
わ
る
す
べ
て
の
関
係
者
が
一

体
と
な
っ
た
推
進
体
制
づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。
県
や
農
業

協
同
組
合
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
生
産
者
、
販
売
者
、
消
費

者
な
ど
一
連
の
関
係
者
・
団
体
で
構
成
す
る
協
議
会
の
立
ち

上
げ
を
検
討
し
て
い
る
。
有
機
農
産
物
の
生
産
拡
大
や
販
路

拡
大
に
努
め
、
未
来
に
向
け
た
持
続
可
能
な
農
業
に
取
組
ん

で
い
く
。

　
　

能
登
半
島
地
震
の
発
生
に
よ
り
、
備
え
と
災
害
対
応
を

ど
う
考
え
る
か
。

　
　

災
害
の
予
防
対
策
、
応
急
体
制
の
点
検
を
指
示
。
防
災

関
係
機
関
、
災
害
応
援
協
定
締
結
事
業
者
と
の
連
携
強
化
を

図
る
。

　
　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要

で
あ
る
地
域
公
共
交
通
の
充
実
、
強
化
を
ど
う
図
る
か
。

　
　

市
民
バ
ス
、
住
民
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
で
進
め
る
が
、
協
議
会
委
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た

だ
き
充
実
・
強
化
を
図
る
。

　
　

病
院
経
営
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
が
、
持
続
性

の
あ
る
地
域
医
療
確
立
の
た
め
、
今
後
、
経
営
目
標
と
医
療

体
制
を
ど
う
考
え
る
か
。

佐々木幸一 議員

大地の会

　
　

単
年
度
資
金
収
支
の
黒
字
化
が
経
営
目
標
で
あ
る
。

　

市
民
病
院
の
機
能
分
担
と
市
内
開
業
医
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、
持
続
可
能
な
地
域
医
療
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

　
　

特
定
の
年
齢
層
の
流
出
が
人
口
減
少
の
主
な
原
因
と
言

わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
特
化
し
た
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

奨
学
金
支
援
事
業
で
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
と
市
外
へ

の
転
出
を
減
ら
す
。
さ
ら
に
市
内
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で
、

新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出
に
取
組
む
。

　
　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
併
せ
て
、
地
域
拠
点
を
中
心

と
し
た
地
域
振
興
を
ど
う
具
体
的
に
進
め
る
の
か
。

　
　

地
域
別
構
想
で
望
ま
し
い
将
来
像
や
地
域
づ
く
り
の
方

針
を
定
め
て
い
る
が
、
今
後
さ
ら
に
地
域
住
民
と
と
も
に
取

組
を
熟
考
す
る
。

　
　

登
米
市
民
病
院
の
移
転
新
築
を
本
気
で
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
に
多
機
能
型
複
合
施
設
と
し
て
整

備
予
定
の
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
人
口

減
少
対
策
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

　
　

市
民
病
院
に
つ
い
て
は
、
防
災
・
機
能
上
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
物
の
増
改
築
に
よ
る
対
応
は
難
し

い
た
め
、
建
替
え
を
基
本
と
し
た
施
設
整
備
が
必
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
複
数
の
整
備
候
補
地
を
選
定
し
、
比

較
検
討
し
て
進
め
る
。
人
口
減
少
対
策
は
、
一
つ
の
施
策
や

取
組
で
効
果
が
表
れ
る
も
の
で
は
な
い
。（
仮
称
）
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
の
整
備
も
、
そ
の
一
つ
の
施
策
と
し
て
魅
力
と
活

力
が
あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
で
あ
る
。

氏家　英人 議員

太陽・みらい21

　
　

施
政
方
針
の
「
結
び
に
」
で
市
長
は
、
６
年
度
は
、
二

期
目
の
市
政
運
営
の
総
仕
上
げ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
二
期
目
で
引
退
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
。
ま
た
は
、
逆

に
三
期
目
に
意
欲
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。
あ
ら
た
め
て
今

後
の
市
長
の
進
退
を
市
民
に
示
さ
れ
た
い
。

　
　

市
政
施
行
20
周
年
を
迎
え
る
６
年
度
は
、
市
政
運
営
の

節
目
の
年
と
な
る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
施
設

整
備
な
ど
、
一
歩
踏
み
出
す
年
と
も
な
る
「
進
退
」
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
、
残
さ
れ
た
任
期
を
し
っ
か
り
全
う
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
「
財
政
調
整
基
金
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
基
金
か
ら
多
額

の
取
崩
し
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
予
算

編
成
と
な
っ
た
」
と
あ
る
。
２
年
続
け
て
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を

耳
に
す
る
と
先
行
き
に
不
安
を
感
じ
る
。
将
来
に
渡
る
コ
ス

ト
計
算
は
。

　
　

12
年
度
ま
で
の
財
政
計
画
を
示
し
て
い
る
。
有
利
な
地

方
債
を
活
用
す
る
な
ど
将
来
発
生
す
る
経
費
の
抑
制
を
図
り
、

人
口
減
少
や
行
財
政
改
革
に
よ
る
事
務
経
費
の
削
減
効
果
な

ど
を
考
慮
し
推
計
し
て
い
る
。

　
　

未
来
へ
の
投
資
と
い
う
観
点
か
ら
、
ハ
ー
ド
事
業
に
か

け
る
も
の
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
や
図
書
館
整
備
、
米
山
地
区
の
公
共
施
設
複
合
化
整
備

遠藤真理子 議員

ねくすとＴｏⅿｅ

事
業
、
東
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も
園
整
備
事
業
と

新
し
い
病
院
建
設
の
構
想
も
持
っ
て
い
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
整
備
事
業
も
予
算
計

上
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
の
社
会
情
勢
を
見
て
も
、
５
５
０

０
万
円
と
い
う
市
民
の
税
金
を
投
じ
て
今
行
う
事
業
な
の
か
。

多
く
の
建
設
事
業
を
目
の
前
に
提
示
さ
れ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と

し
て
本
当
に
今
進
め
て
良
い
の
か
、
市
民
の
気
持
ち
を
代
弁

し
た
。
理
解
が
得
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

市
民
の
理
解
を
頂
く
と
い
う
こ
と
は
、
イ
コ
ー
ル
議
会

で
可
決
を
頂
く
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
皆
様
方
が
市
民
の
代

表
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

　
　

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
。

　
　

国
土
強
靭
化
対
策
で
あ
る
河
川
浚
渫
事
業
は
、
本
市
の

準
用
河
川
３
河
川
お
よ
び
普
通
河
川
１
６
１
河
川
の
う
ち
、

令
和
元
年
東
日
本
台
風
や
４
年
７
月
の
大
雨
に
よ
り
被
害
の

大
き
か
っ
た
18
河
川
を
対
象
に
、
河
川
の
流
下
能
力
の
妨
げ

と
な
る
堆
積
土
砂
の
状
況
な
ど
の
調
査
測
量
を
実
施
し
て
い

る
。

　
　

地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
、
登
米
市
民
病
院
の
建
設

時
期
お
よ
び
予
算
を
ど
う
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
建
設
時
期
お
よ
び
予
算
は
示
せ

な
い
。

　
　

人
口
減
少
対
策
と
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建

設
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
。

鈴木　　実 議員

日本共産党市議団

答 答 答答答答答答答

問

問 問問問問問

問問問問問問問 問 答 答答答答答答答答

し
ゅ
ん
せ
つ

問
複
合
施
設
は
何
を
目
指
す
の
か

答
議
会
と
議
論
を
し
て
進
め
る

問
市
長
の
施
政
方
針
を
問
う

答
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る

問
施
政
方
針
か
ら
問
う

答
し
っ
か
り
職
責
を
果
た
し
て
参
り
た
い

問
税
金
の
使
い
方
、理
解
得
ら
れ
る
か

答
市
民
理
解
＝
議
会
で
可
決
と
思
っ
て
い
る

問
施
政
方
針
で
示
さ
れ
た
重
点
課
題
に
つ
い
て

答
ど
の
項
目
も
、
方
針
通
り
に
進
め
て
い
く
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。
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し
や
屋
内
退
避
の
あ
り
方
、

住
民
に
対
す
る
分
か
り
や
す

い
情
報
発
信
な
ど
に
つ
い
て

申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
市
民
の
安
全
確

保
を
最
優
先
と
し
、国
や
県
、

原
子
力
事
業
者
に
対
し
、Ｕ

Ｐ
Ｚ
関
係
自
冶
体
首
長
と
と

も
に
原
発
の
安
全
性
の
確
保

に
つ
い
て
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　

日
本
人
で
は
、
80
歳
ま

で
に
３
人
に
１
人
が
発
症
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
市
民

の
健
康
保
持
に
有
効
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
助
成

で
き
な
い
か
。

　
　

国
で
定
期
接
種
化
に
向

け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
今
後
、
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

　
　

能
登
の
志
賀
町
で
は
、

今
回
の
地
震
に
よ
り
、
変
圧

器
の
油
漏
れ
、
外
部
電
源
の

一
部
喪
失
、
避
難
路
の
寸
断

な
ど
深
刻
な
事
態
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
女
川
原
発

２
号
機
再
稼
働
の
見
直
し
を

Ｕ
Ｐ
Ｚ
関
係
自
治
体
の
首
長

と
し
て
、
国
や
県
に
申
し
入

れ
る
べ
き
と
思
う
が
市
長
の

考
え
は
。

　
　

女
川
原
子
力
発
電
所
の

再
稼
働
に
向
け
た
原
子
力
規

制
委
員
会
に
よ
る
審
査
で

は
、
安
全
性
に
つ
い
て
基
準

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
１
月
13
日

に
開
催
さ
れ
た
原
子
力
規
制

委
員
会
と
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
首

長
な
ど
地
元
関
係
者
と
の
意

見
交
換
会
に
お
い
て
は
、
周

辺
住
民
の
安
全
確
保
を
第
一

に
考
え
、
能
登
半
島
地
震
を

踏
ま
え
た
検
証
と
、
国
の
原

子
力
災
害
対
策
指
針
の
見
直

　
　

１
月
１
日
に
能
登
半
島

地
震
が
発
生
し
た
。
多
く
の

建
物
が
崩
壊
し
、
火
災
、
道

路
の
寸
断
、
津
波
に
よ
る
被

害
で
多
く
の
死
傷
者
、
行
方

不
明
者
が
出
た
。
宮
城
県
で

も
、
今
後
30
年
以
内
に
80

パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
、
宮

城
県
沖
地
震
が
発
生
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
も
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
始
め
、
地
震
対
策
を
再
確

認
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

大
規
模
な
災
害
の
発
生

を
想
定
し
た
場
合
、
長
期
的

広
域
的
な
物
資
や
人
的
支
援

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

受
入
体
制
も
含
め
、
関
係
機

関
や
災
害
応
援
協
定
締
結
事

業
な
ど
と
の
一
層
の
連
携
強

化
が
必
要
で
あ
り
、
配
備
体

制
な
ど
の
点
検
と
併
せ
て
、

必
要
な
見
直
し
を
指
示
し

た
。
道
路
関
係
の
対
応
に
つ

い
て
、
発
災
後
一
番
大
切
な

の
は
情
報
の
収
集
で
あ
る
。

そ
し
て
道
路
、
輸
送
路
の
確

保
、
迂
回
路
の
確
保
、
そ
れ

を
関
係
者
へ
早
急
に
周
知
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

災
害
応
援
協
定
業
者
と
連
携

し
、
応
急
復
旧
に
つ
い
て
迅

速
な
対
応
を
心
が
け
て
い

く
。

　
　

不
登
校
の
原
因
は
児

童
・
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
違
う
と

思
う
。
児
童
・
生
徒
の
目
線

で
急
ぐ
こ
と
な
く
話
を
聞

き
、
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と

思
う
が
。

　
　

安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
居
場
所
づ
く
り
や
、

互
い
に
関
わ
り
認
め
合
う
こ

と
の
で
き
る
絆
づ
く
り
を
大

切
に
し
、
児
童
生
徒
の
目
線

で
接
す
る
と
と
も
に
、
保
護

者
に
も
寄
り
添
い
な
が
ら
丁

寧
な
対
応
や
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

相澤吉悦 議員

東日本大震災で損壊した道路東日本大震災で損壊した道路

四国中央市ホームページより四国中央市ホームページより

医師の時間外労働規制医師の時間外労働規制

女川原子力発電所女川原子力発電所

ふるさと納税返礼品（イメージ）ふるさと納税返礼品（イメージ）
地域公共交通のリデザインは
国が強く推す施策だ

地域公共交通のリデザインは
国が強く推す施策だ

問
地
震
対
策
を
再
確
認
す
べ
き

答
大
切
な
の
は
情
報
の
収
集

問

問答

答

　
　

選
挙
の
際
、
投
票
所
で

障
が
い
者
や
高
齢
者
、
病
気

や
ケ
ガ
な
ど
で
文
字
が
書
け

な
い
人
の
た
め
に
、
投
票
を

す
る
際
、
係
員
の
支
援
を
手

軽
に
依
頼
で
き
る
「
投
票
支

援
カ
ー
ド
」
を
導
入
す
る
動

き
が
各
地
の
自
治
体
で
広

が
っ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　

口
頭
で
支
援
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が

困
難
な
選
挙
人
と
の
、
投
票

所
で
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る

と
捉
え
て
い
る
。

　

今
後
、
県
内
他
市
の
状
況

な
ど
も
確
認
し
な
が
ら
調
査

研
究
し
、
検
討
を
進
め
る
。

　
　

帯
状
疱
疹
は
、
成
人
の

９
割
以
上
に
発
症
の
リ
ス
ク

が
あ
り
、
80
歳
ま
で
に
約
３

人
に
１
人
が
発
症
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
な
ど
に
よ
る

と
、
１
回
の
接
種
で
済
む
生

ワ
ク
チ
ン
で
７
千
円
か
ら
１

万
円
程
度
。
２
回
接
種
が
必

要
な
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、

２
回
で
４
万
円
か
ら
６
万
円

程
度
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

　
　

国
に
お
い
て
定
期
接
種

化
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
今
後
の
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
災
害
用
備
蓄
品
と
し
て
液

体
ミ
ル
ク
の
導
入
を

熊谷和弘 議員

問
投
票
支
援
カ
ー
ド
の
導
入
を

答
調
査
研
究
し
、
検
討
を
進
め
る

問問問

問

答

答

　
　

市
民
バ
ス
運
賃
の
改
定

が
「
登
米
地
域
公
共
交
通
会

議
」
で
承
認
さ
れ
た
。

　

運
賃
見
直
し
で
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
な

効
果
を
期
待
す
る
の
か
。

　
　

今
回
の
見
直
し
に
際

し
、
市
民
バ
ス
の
将
来
的
な

収
支
率
を
20
％
に
設
定
し

た
。

　

見
直
し
で
一
定
の
財
源
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

民
バ
ス
の
利
便
性
を
維
持
し

た
運
行
が
可
能
と
な
る
。

　
　

運
賃
見
直
し
に
か
か
る

課
題
と
そ
の
解
決
策
は
何

か
。

　
　

値
上
げ
に
よ
っ
て
、
一

時
的
に
市
民
バ
ス
の
利
用
者

数
が
減
少
す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

６
年
度
に
お
い
て
「
地
域

公
共
交
通
計
画
」
の
策
定
に

着
手
し
、
推
進
す
る
。

　
　

本
市
が
進
め
る
ま
ち
づ

く
り
の
中
で
、
市
民
バ
ス
の

役
割
を
ど
う
捉
え
る
か
。

　
　

地
域
公
共
交
通
は
地
域

活
性
化
を
支
え
る
基
盤
だ
。

誰
も
取
り
残
さ
な
い
社
会
の

実
現
と
い
う
理
念
に
も
合
致

す
る
重
要
な
取
組
だ
。

　
　

今
回
は
、
乗
り
控
え
を

容
認
し
た
こ
と
に
課
題
が
あ

る
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
市

民
バ
ス
は
百
円
で
運
行
し
、

利
用
者
を
伸
ば
し
て
き
た
。

　
「
利
用
向
上
」
か
ら
「
収
支

重
視
」
へ
の
転
換
か
。

　
　

第
一
義
的
に
路
線
の
維

持
を
考
え
た
結
果
で
あ
る
。

　
　

運
行
事
業
者
と
し
て

も
、
収
支
の
努
力
を
す
べ
き

だ
。
国
の
豊
富
な
補
助
金
獲

得
に
も
積
極
的
に
な
る
べ
き

で
は
。

　
　

利
用
者
を
減
ら
さ
な
い

と
い
う
ポ
リ
シ
ー
を
持
ち
な

が
ら
頑
張
り
た
い
。

曽根充敏 議員

問
基
幹
公
共
交
通
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

答
公
共
交
通
の
維
持
は

市
の
責
務
だ

　
　

平
成
26
年
か
ら
制
度
化

さ
れ
た
地
域
医
療
構
想
に
よ

り
、
本
市
病
院
事
業
も
影
響

を
受
け
て
き
た
が
（
病
床
数

削
減
や
3
病
院
の
機
能
分
化

な
ど
）今
後
の
推
進
体
制
は
。

　
　

地
域
の
中
核
的
な
病
院

の
役
割
と
し
て
高
次
医
療
機

関
や
地
域
内
に
お
け
る
各
医

療
機
関
と
の
連
携
強
化
を
さ

ら
に
進
め
て
い
く
。

　
　

市
内
開
業
医
と
の
連
携

に
お
い
て
、
電
子
カ
ル
テ
に

よ
る
情
報
共
有
や
連
携
は
出

来
て
い
る
の
か
。

　
　

開
業
医
の
先
生
と
は

「
紹
介
」
と
い
う
形
で
連
携

し
て
お
り
、
医
師
会
と
の
状

況
は
良
好
と
考
え
て
い
る
。

　

電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
は

患
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
課
題
は
あ
る

が
、
今
後
進
め
て
い
く
。

　
　

病
院
経
営
に
お
い
て

「
患
者
の
確
保
」
と
い
う
こ

と
が
あ
る
が
、
患
者
が
市
外

へ
流
出
す
る
原
因
と
は
。

　
　

住
ま
い
の
地
理
的
な
条

件
も
あ
る
が
、
市
民
病
院
の

よ
く
な
い
話
も
あ
り
、
対
処

し
改
善
し
て
き
て
い
る
。

　
　

今
年
４
月
１
日
か
ら
適

用
さ
れ
る
「
医
師
の
働
き
方

改
革
」
に
よ
り
、
医
師
の
働

く
時
間
が
制
限
さ
れ
、
残
業

時
間
賃
金
も
増
額
さ
れ
る
が

本
市
病
院
へ
の
影
響
は
。

　
　

実
労
働
時
間
と
非
労
働

時
間
を
明
確
に
仕
分
け
す
る

な
ど
、
適
切
に
管
理
で
き
る

体
制
整
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
賃
金
に
つ
い
て
は
法

の
改
正
を
受
け
て
既
に
取
組

ん
で
い
る
の
で
４
月
以
降
に

つ
い
て
は
問
題
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

佐々木好博 議員

問
地
域
医
療
構
想
に
よ
る
病
院
の
対
応
は

答
医
療
体
制
の
更
な
る

取
組
を
進
め
て
い
く

工藤淳子 議員

問
女
川
原
発
再
稼
働
の
見
直
し
を

答
国
や
県
に
原
発
の
安
全
性

確
保
を
働
き
か
け
て
い
く

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

納
税
者
の
う
ち
、
本
市
出
身

者
は
何
人
程
度
い
る
か
。

　
　

納
税
者
の
情
報
か
ら
出

身
地
は
特
定
で
き
な
い
た

め
、
人
数
の
把
握
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
コ
メ
ン
ト
か

ら
本
市
出
身
者
や
、
ゆ
か
り

の
あ
る
方
が
い
る
も
の
と
推

察
し
て
い
る
。

　
　

本
市
が
目
標
と
す
る
応

援
寄
付
金
額
と
、
目
標
達
成

の
た
め
の
取
組
は
。

　
　

目
標
金
額
は
５
億
円
に

設
定
し
て
い
る
。
取
組
の
一

例
と
し
て
、
寄
付
を
い
た
だ

い
た
方
に
寄
付
金
を
活
用
し

た
事
業
や
返
礼
品
提
供
事
業

者
の
想
い
を
ま
と
め
た
活
用

事
例
集
「
T
o
m
e
L
e
t

ｔ
e
r
」を
発
送
し
て
い
る
。

　
　

寄
付
の
自
己
負
担
額
を

超
え
る
部
分
の
控
除
に
つ
い

て
、
ど
う
い
っ
た
場
合
に
対

象
外
に
な
る
か
。

　
　

家
族
構
成
な
ど
に
よ
っ

て
全
体
の
控
除
額
が
変
わ
る

な
ど
す
る
こ
と
か
ら
、
一
概

に
は
示
せ
な
い
。

　
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
、
全
国
的
に
規
模

が
小
さ
い
中
で
、
本
市
の
成

果
は
素
晴
ら
し
い
と
考
え
る
。

　

そ
の
内
容
の
一
つ
で
あ
る

防
犯
対
策
物
品
（
ア
ー
ム
開

閉
式
刺
股
）
購
入
事
業
で
の

具
体
的
な
活
用
事
例
は
。

　
　

本
年
度
は
事
業
全
体
で

４
件
、
計
２
８
０
万
円
の
寄

付
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
当

該
事
業
に
つ
い
て
は
、
刺
股

を
市
内
43
施
設
に
配
備
し

た
。
ま
た
、
各
施
設
職
員
を

対
象
と
し
た
防
犯
講
習
会
を

開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

岩渕正弘 議員

問
本
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は

答
寄
付
額
は
１
月
末
現
在
で

約
６
億
円

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
助
成
を

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

補
助
を

問

問問

問問問

問

問問 答

答答答

答答

答答

答

問

問

問問 答

答答

答

答

答

た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

さ
す
ま
た
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４
年
度
に
環
境
省
よ
り

「
ト
キ
と
共
生
す
る
里
地
づ

く
り
の
取
組
地
域
」
に
指
定

を
受
け
た
。

　

広
大
な
登
米
耕
土
で
は
環

境
に
や
さ
し
い
米
づ
く
り
や

生
き
物
多
様
性
に
富
み
、
野

生
生
物
が
多
く
生
息
し
て
い

る
。
特
に
、
年
間
を
通
し
サ

ギ
が
各
町
域
で
確
認
さ
れ
て

お
り
、
ト
キ
と
共
生
で
き
る

証
で
あ
る
。

　

現
在
、
水
田
の
転
作
率
が

５
割
。
転
作
を
活
か
し
ビ
オ

ト
ー
プ
や
江
な
ど
の
取
組
が

待
っ
た
な
し
と
思
う
が
。

　
　

ト
キ
と
の
共
生
が
で
き

る
よ
う
環
境
の
維
持
構
築
に

向
け
、
市
民
と
一
体
と
な
り

推
進
で
き
る
よ
う
に
取
組
ん

で
い
く
。

　
　

三
陸
道
お
よ
び
県
北
高

規
格
道
の
二
路
線
が
市
内
に

あ
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は

安
心
安
全
に
走
行
が
で
き
な

い
と
の
指
摘
が
多
い
。

　

桃
生
豊
里
I
C
〜
登
米

I
C
区
間
は
片
側
２
車
線
の

計
画
で
あ
る
が
、
暫
定
一
車

線
で
あ
り
、
事
故
な
ど
に
よ

り
交
通
規
制
が
三
陸
道
路
全

線
の
中
で
圧
倒
的
に
多
い
。

　

県
北
高
規
格
道
路
は
一
部

現
道
利
用
と
三
陸
道
へ
の
直

接
乗
り
入
れ
が
で
き
な
い
。

解
消
の
た
め
に
は
市
長
の
政

治
力
が
問
わ
れ
る
と
思
う

が
。

　
　

機
会
あ
る
ご
と
に
関
係

す
る
機
関
な
ど
に
要
望
を
し

て
い
る
が
、
有
事
の
際
の
緊

急
輸
送
道
路
で
あ
る
こ
と
か

ら
一
層
強
く
要
望
し
て
い

く
。 

　
　

行
政
機
能
関
係
職
員

は
、
4
8
0
名
だ
が
、
市
民

交
流
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
議

会
及
び
図
書
館
の
各
関
係
職

員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
名
な
の

か
。

　
　

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
3

つ
の
本
庁
機
能
の
集
約
と
い

う
こ
と
で
、
4
8
0
名
と
し

た
。
た
だ
、
図
書
館
や
公
民

館
は
、
将
来
の
維
持
管
理
が

ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
か
に

よ
っ
て
職
員
数
は
変
動
す
る

も
の
と
捉
え
て
お
り
、
今
回

は
庁
舎
の
人
数
だ
け
と
し

た
。

　
　
（
仮
称
）「
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
」
の
名
称
を
発
案
、

提
案
し
た
人
物
は
誰
か
。

　
　

こ
の
名
称
は
、
国
の
都

市
再
生
整
備
計
画
関
連
事
業

に
お
い
て
、
支
援
対
象
と
さ

れ
る
高
次
都
市
施
設
の
一
つ

と
さ
れ
て
お
り
、
国
の
支
援

対
象
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る
施
設

名
称
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
事
務
局
の

ほ
う
か
ら
提
案
し
た
。

　
　

立
地
適
正
化
計
画
に
係

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

本
市
の
中
心
地
は
佐
沼
で
あ

る
が
、
中
江
で
は
な
い
と
答

え
た
人
が
94
%
以
上
い
る
の

に
、
な
ぜ
中
江
地
区
が
佐
沼

の
中
心
地
に
な
る
の
か
。

　
　

立
地
適
正
化
計
画
で
都

市
機
能
誘
導
区
域
と
定
め
た

エ
リ
ア
が
中
心
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
合
併
特
例
債
に
つ
い
て

　
　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
表
明
は
、
過
去
３
年
間
の

施
政
方
針
で
言
及
し
て
き

た
。
市
長
の
取
組
の
本
気
度

に
つ
い
て
伺
う
。
地
球
温
暖

化
対
策
推
進
計
画
の
改
定
の

内
容
は
。

　
　

現
計
画
を
２
０
３
０
年

ま
で
の
削
減
目
標
を
設
定
し

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
を

目
指
す
。

　
　

市
民
、
事
業
者
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
理
解
促
進
と
主

体
的
な
取
組
の
手
法
は
。

　
　

地
球
温
暖
化
や
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
対
す
る

関
心
を
高
め
る
た
め
出
前
講

座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で

普
及
啓
発
を
し
て
い
く
。

　
　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

と
め
推
進
登
録
制
度
と
は
。

　
　

市
民
や
事
業
者
に
登
録

い
た
だ
き
C
O
2
家
計
簿
を

利
用
し
た
排
出
量
を
見
え
る

化
し
て
意
識
改
革
に
取
組
む
。

　
　

林
業
や
農
業
分
野
に
も

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
し
て
い

る
が
具
体
的
な
戦
略
は
。

　
　

林
業
は
温
室
ガ
ス
吸
収

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
組
ん
で

お
り
、
水
稲
栽
培
で
の
中
干

し
期
間
延
長
に
よ
る
メ
タ
ン

ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に
取
組

ん
で
い
く
。

　
　

地
域
移
行
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
方
は
。

　
　

文
科
省
か
ら
部
活
動
の

地
域
移
行
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
示
さ
れ
、
休
日
の
地
域
連

携
や
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の

移
行
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
準
備
の
整
っ
た
学
校

や
種
目
か
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

　
　

施
政
方
針
に
お
い
て
、

移
住
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
々
に
「
農
業
体
験
を
通
じ

て
本
市
の
暮
ら
し
や
農
業
の

持
つ
魅
力
を
体
験
し
て
い
た

だ
く
新
た
な
取
組
を
行
う
」

と
の
こ
と
だ
が
、
食
と
農
の

体
験
は
、
豊
か
な
人
間
性
を

育
ん
で
い
く
基
礎
と
な
る
も

の
だ
。
本
市
は
、
食
と
農
業

に
関
わ
る
人
材
も
豊
富
で
、

さ
ら
に
市
内
外
の
産
学
官
も

一
緒
に
な
っ
て
よ
り
満
足
度

の
高
い
食
と
農
の
体
験
王
国

に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、
看
板

政
策
に
発
展
さ
れ
た
い
。

　

学
校
に
お
い
て
も
、「
食

育
・
農
業
体
験
を
大
切
に
す

る
学
習
」
が
登
米
市
ス
タ
イ

ル
と
自
負
す
る
ま
ち
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
期
待
す
る
が
。

　
　

あ
る
も
の
を
ど
う
生
か

す
か
と
い
う
視
点
で
し
っ
か

り
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
再
認

識
し
た
。

増
加
で
あ
る
。
人
員
不
足
と

経
験
の
浅
い
職
員
の
割
合
が

高
い
。

　
　

若
手
職
員
を
集
約
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
は
。

　
　

専
門
職
で
あ
り
、
配
置

集
約
に
よ
り
、
実
践
を
積
み

資
質
向
上
と
育
成
を
図
る
た

め
だ
。

　
　

こ
の
体
制
は
市
民
に
寄

り
添
っ
た
も
の
な
の
か
。

　
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
や
支
援

の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　

電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン

で
、
高
齢
者
を
含
む
市
民
の

相
談
に
対
応
で
き
る
の
か
。

　
　

保
健
師
以
外
の
職
員
が

し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
す

る
。

　

市
民
に
対
し
て
の
施
策
の

説
明
を
充
分
に
行
う
必
要
性

を
痛
感
し
て
い
る
。

　
　

６
年
度
か
ら
完
全
に
ブ

ロ
ッ
ク
体
制
と
な
り
不
在
支

所
が
出
る
。

　

保
健
師
な
ど
の
業
務
増
加

の
具
体
的
な
も
の
は
。

　
　

母
子
保
健
で
は
伴
走
型

相
談
支
援
や
産
後
ケ
ア
事

業
、
子
ど
も
の
肥
満
対
策
、

成
人
保
健
で
は
健
康
セ
ミ

ナ
ー
、
人
工
透
析
患
者
の
増

加
に
あ
わ
せ
た
糖
尿
病
性
腎

症
の
指
導
な
ど
で
あ
る
。

　
　

保
健
師
の
確
保
対
策
と

必
要
人
数
は
。

　
　

保
健
師
養
成
大
学
な
ど

か
ら
実
習
生
15
名
を
受
入

れ
、
勤
務
先
に
選
ん
で
も
ら

う
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

る
。
不
足
人
員
は
概
ね
５
名

程
度
だ
。

　
　

地
域
健
康
課
題
に
対
す

る
活
動
が
困
難
な
現
状
と

は
、
何
が
起
因
す
る
の
か
。

　
　

健
康
課
題
の
多
様
化
、

複
雑
化
な
ど
に
よ
る
業
務
量

　
　

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い

創
出
に
向
け
た
取
組
に
係
る

核
に
な
る
施
設
周
辺
の
構
想

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

施
設
周
辺
の
構
想
は
基

本
構
想
お
よ
び
基
本
計
画
策

定
を
踏
ま
え
て
市
民
や
事
業

者
と
と
も
に
市
街
地
活
性
化

に
取
組
む
。

　
　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
か
ら
、
中
心
市
街
地
の

場
所
は
８
割
が
佐
沼
と
回
答

し
、
中
江
は
２
％
で
あ
る
。

ま
た
行
政
庁
舎
よ
り
病
院
を

求
め
る
回
答
が
多
か
っ
た
。

市
民
意
見
と
乖
離
し
て
い
る

の
で
は
。

　
　

参
考
意
見
と
し
て
踏
ま

え
、
推
進
協
議
会
や
都
市
計

画
審
議
会
な
ど
で
決
定
し

た
。

　
　

施
政
方
針
に
お
い
て
、

登
米
市
民
病
院
整
備
基
本
方

針
の
策
定
と
あ
る
が
、
病
院

を
新
築
す
る
と
い
う
考
え

か
。
な
お
病
院
構
想
に
つ
い

て
は
市
民
が
求
め
る
産
婦
人

科
の
備
わ
っ
た
新
病
院
建
設

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
。

　
　

新
病
院
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
地
域
医
療
構
想
と
の

整
合
や
将
来
の
医
療
需
要
を

見
据
え
た
中
で
施
設
規
模
や

医
療
機
能
を
検
討
す
る
。

　
　

南
方
地
域
の
再
編
計
画

に
あ
る
建
設
予
定
地
に
お
い

て
、
普
段
か
ら
利
用
し
て
い

る
市
民
に
対
し
、
説
明
が
不

足
し
て
い
る
の
で
は
。

　
　

利
用
者
へ
の
説
明
に
つ

い
て
は
今
後
し
っ
か
り
納
得

い
た
だ
け
る
よ
う
説
明
す

る
。

熊谷康信 議員

立地適正化計画策定にかかる市民アンケート立地適正化計画策定にかかる市民アンケート

不在支所での保健師、栄養士の
ご用命は月曜日・水曜日

不在支所での保健師、栄養士の
ご用命は月曜日・水曜日登米市役所迫庁舎登米市役所迫庁舎

登米市版CO₂家計簿登米市版CO₂家計簿

驚きと感動の小3総合学習驚きと感動の小3総合学習暫定一車線の三陸道暫定一車線の三陸道

問
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
位
置
づ
け
は

答
参
考
意
見
の
聴
取

答

答

答

答

答答

答

答答

答答答

答

答

答

答答

答答

答答

須藤幸喜 議員

問
支
所
に
保
健
師
な
ど
が
不
在
と
な
る
の
か

答
週
２
日
の
派
遣
勤
務

体
制
と
な
る

　

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
「
登
米

市
に
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
み
た

い
な
」「
体
験
し
て
み
た
い

な
」
と
い
う
機
会
に
な
る
よ

う
努
め
る
。

　

学
校
に
お
い
て
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
取

組
に
力
を
入
れ
、
地
域
と
保

護
者
と
学
校
が
し
っ
か
り
熟

議
し
て
子
ど
も
た
ち
を
ど
う

育
て
た
い
の
か
、
そ
の
た
め

に
ど
ん
な
体
験
を
さ
せ
た
い

の
か
。
地
域
み
ん
な
で
考
え

れ
ば
、
手
助
け
し
た
人
も
幸

せ
に
、
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち

は
次
に
生
か
し
、
教
員
自
身

も
指
導
力
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。

　

目
標
共
有
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
た
の
で
、
学
校
長
な

ど
に
会
議
を
通
じ
て
話
し
続

け
る
。

中澤　宏 議員

問
め
ざ
せ
食
と
農
の
体
験
王
国

答
目
標
共
有
の
大
切
さ
再
認
識

田口政信 議員

問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
表
明
の
本
気
度
は

答
全
市
民
と
も
に
C
O
2

削
減
を
目
指
す

首藤忠則 議員

問
（
仮
称
）地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

答
市
民
の
理
解
を
得
つ
つ

取
組
ん
で
い
く

伊藤　栄 議員

問
地
域
高
規
格
道
路
に
つ
い
て

答
強
く
要
望
し
て
い
く

中
心
市
街
地
構
想
に
つ
い
て

ト
キ
と
共
生
す
る
里
地

づ
く
り
に
つ
い
て

市
民
病
院
構
想
に
つ
い
て

部
活
動
の
地
域
移
行
は

学
校
再
編
の
進
捗
に
つ
い
て

問

問

問問

問問

問

問

問問問

問

問

問

問問問

問問

問問

一 般 質 問一 般 質 問

ー 一般質問の録画配信をＱＲコードからご覧いただけます ーー 一般質問の録画配信をスマートフォン等から簡単にご覧いただけるよう、ＱＲコードを掲載しました。
　　 各議員の一般質問の様子がご覧になれますので、ぜひご利用ください。ー

代
表
質
問

特　
　

集

定
期
議
会

委　

員　

会

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

一
般
質
問

代
表
質
問

特　
　

集

定
期
議
会

委　

員　

会

一
般
質
問

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
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本
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の

進
捗
状
況
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
、
６
年
度
当
初

の
策
定
を
目
指
す
考
え
。

　
　

行
政
手
続
サ
ー
ビ
ス
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
ど
の
よ
う

に
。

　
　

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
し
、
自
宅
で
行
政
手
続

が
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
　

窓
口
手
数
料
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
と
は
何
を
さ
す
。

　
　

ク
レ
ジ
ッ
ト
、
電
子
マ

ネ
ー
、Ｑ
Ｒ
決
済
な
ど
だ
。

　
　

医
療
局
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

推
進
の
メ
リ
ッ
ト
は
な
に
か
。

　
　

患
者
の
資
格
条
件
の
確

認
や
、
医
療
保
険
の
請
求
誤

り
を
な
く
し
、
未
収
金
の
発

生
を
防
ぐ
こ
と
で
、
事
務
の

効
率
化
が
図
ら
れ
る
。

　
　

教
育
部
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

推
進
は
ど
の
よ
う
な
取
組
か
。

　
　

授
業
・
学
校
公
務
・
職

員
の
研
修
体
制
の
３
つ
の
方

向
性
で
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
る
。

　
　

福
祉
事
務
所
関
係
で
の

推
進
は
ど
の
よ
う
に
。

　
　

児
童
手
当
の
認
定
請
求

要
介
護
・
要
認
定
の
手
続
き

を
し
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
の

操
作
手
順
な
ど
を
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
慣
れ
て
い
た

だ
く
。

　
　

現
在
申
告
時
期
だ
が
、

電
子
申
告
で
基
礎
控
除
が
加

算
さ
れ
る
。
ど
の
位
の
方
が

電
子
申
告
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　

申
告
者
全
体
の
４
割
程

度
で
、ｅ
‐
T
ａ
ｘ
を
利
用
。

　
　

本
市
で
も
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
な
ど
生
成
型
Ａ
Ｉ
の
活

用
実
証
実
験
事
業
を
予
定
だ

が
、現
時
点
で
の
方
向
性
は
。

　
　

個
人
情
報
保
護
や
情
報

デ
ー
タ
の
信
憑
性
の
確
認
な

ど
、
必
要
に
応
じ
て
活
用
す

る
。

　
　

道
徳
教
育
や
人
権
教
育

は
、
何
時
間
く
ら
い
子
ど
も

た
ち
に
教
え
て
い
る
の
か
。

　
　

道
徳
教
育
は
週
に
一
時

間
、各
学
年
に
割
り
振
ら
れ
、

人
権
教
育
は
、
行
事
あ
る
い

は
総
合
的
な
学
習
な
ど
を
通

し
な
が
ら
培
っ
て
い
る
。
児

童
・
生
徒
や
保
護
者
に
寄
り

添
っ
た
丁
寧
な
対
応
や
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

　
　

い
じ
め
や
不
登
校
に
つ

い
て
、
子
ど
も
た
ち
同
士
に

話
し
合
わ
せ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

私
も
「
子
ど
も
た
ち
に
い

じ
め
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

話
し
合
わ
せ
、
い
じ
め
が
不

登
校
の
原
因
と
な
る
こ
と
も

あ
る
と
自
覚
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
」
と
考
え
る
。

　

青
少
年
の
た
め
の
市
民
会

議
中
田
支
部
で
は
、
何
十
年

も
６
年
生
を
対
象
に
友
達
同

士
で
話
し
合
い
を
行
っ
て
い

る
。
中
田
町
の
各
小
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
中
学
校
の
校

長
先
生
、
区
長
会
の
会
長
、

南
方
の
「
ぴ
ぃ
す
か
ん
ぱ
ん

に
ぃ
」の
方
、ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
方
々
と
野
外
活
動
を

し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
市

民
の
支
援
が
必
要
と
思
う

が
。

　
　

学
校
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
取
組
な
ど
を
含
め
て
、

し
っ
か
り
と
工
夫
改
善
を
し

て
い
く
。

佐藤千賀子 議員

全員で卒業式を全員で卒業式を

DX化に必要な機器類DX化に必要な機器類

問
い
じ
め
、
不
登
校
に
つ
い
て

答
道
徳
教
育
や
人
権
教
育

の
充
実
を
図
る

問

問問

問問問

問問 問 問 答

答

答

答答答

答答答答

日下　俊 議員

問
本
市
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て

答
確
認
・
調
整
作
業
を

進
め
て
い
る
途
中

1
月

9
日
（
火
）
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

11
日
（
木
）
広
報
広
聴
委
員
会

12
日
（
金
）
議
会
改
革
推
進
会
議

15
日
（
月
）
議
会
改
革
推
進
会
議

17
日
（
水
）
茨
城
県
石
岡
市
議
会

　
　

議
会
運
営
委
員
会
が

　
　

行
政
視
察
で
来
庁

　
　
　
　
　

中
心
市
街
地
等
活
性

　
　

化
特
別
委
員
会
行
政

　
　

視
察
（
〜
18
日
）

　
　
　
　

【
栃
木
県
真
岡
市
、
新

　
　

潟
県
長
岡
市
】

19
日
（
金
）
教
育
民
生
常
任
委
員
会

22
日
（
月
）
議
会
改
革
推
進
会
議

　
　
　
　
　

広
報
広
聴
委
員
会

26
日
（
金
）
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

30
日
（
火
）
広
報
広
聴
委
員
会

2
月

1
日
（
木
）
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

2
日
（
金
）
教
育
民
生
常
任
委
員
会

8
日
（
木
）
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

9
日
（
金
）
総
務
企
画
常
任
委
員
会

13
日
（
火
）
議
会
運
営
委
員
会

21
日
（
水
）
政
策
企
画
調
整
会
議

22
日
（
木
）
予
算
決
算
常
任
委
員

　
　

会
全
体
会

26
日
（
月
）
総
務
企
画
常
任
委
員

　
　

会
・
予
算
決
算
常
任

　
　

委
員
会
（
総
務
企
画

　
　

分
科
会
）

27
日
（
火
）
教
育
民
生
常
任
委
員

　
　

会
・
予
算
決
算
常
任

　
　

委
員
会
（
教
育
民
生

　
　

分
科
会
）

28
日
（
水
）
産
業
建
設
常
任
委
員

　
　

会
・
予
算
決
算
常
任

　
　

委
員
会
（
産
業
建
設

　
　

分
科
会
）

3
月

1
日
（
金
）
予
算
決
算
常
任
委
員

　
　

会
全
体
会

4
日
（
月
）
予
算
決
算
常
任
委
員

　
　

会
全
体
会

5
日
（
火
）
総
務
企
画
常
任
委
員

　
　

会
・
予
算
決
算
常
任

　
　

委
員
会
（
総
務
企
画

　
　

分
科
会
）

6
日
（
水
）
教
育
民
生
常
任
委
員

　
　

会
・
予
算
決
算
常
任

　
　

委
員
会
（
教
育
民
生

　
　

分
科
会
）

8
日
（
金
）
産
業
建
設
常
任
委
員

　
　

会
・
予
算
決
算
常
任

　
　

委
員
会
（
産
業
建
設

　
　

分
科
会
）

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

11
日
（
月
）
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

広
報
広
聴
委
員
会

12
日
（
火
）
予
算
決
算
常
任
委
員

　
　

会
全
体
会

　
　
　
　
　
総
務
企
画
常
任
委
員
会

15
日
（
金
）
産
業
建
設
常
任
委
員
会

17
日
（
日
）
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の

　
　

意
見
交
換
会

21
日
（
木
）
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
会
議

25
日
（
月
）
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

26
日
（
火
）
特
別
議
会

　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

中
心
市
街
地
等
活
性

　
　

化
特
別
委
員
会

27
日
（
水
）
広
報
広
聴
委
員
会

28
日
（
木
）
議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

い
し
お
か

一 般 質 問一 般 質 問

ー 一般質問の録画配信をＱＲコードからご覧いただけます ーー 一般質問の録画配信をスマートフォン等から簡単にご覧いただけるよう、ＱＲコードを掲載しました。
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㈱
佐
藤
製
材
所
と
㈲
日
野
製

材
所
へ
の
訪
問  （

12
月
11
日
）

　

市
内
企
業
の
現
状
を
把
握

す
る
た
め
本
年
度
２
度
目
の

企
業
訪
問
を
実
施
し
た
。「
経

営
の
現
状
・
課
題
」、「
雇
用

の
現
状
・
人
材
確
保
対
策
」

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
企
業
か
ら
は
、
伐

採
適
齢
期
を
過
ぎ
て
い
る
山

も
あ
り
、
木
材
の
質
の
低
下

を
懸
念
し
て
い
る
こ
と
や
、

人
材
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い

る
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

誤
っ
た
認
識
で
の
隔
離
政
策

に
よ
り
大
き
く
人
権
が
侵
害

さ
れ
、
大
変
つ
ら
い
思
い
を

し
て
き
た
。
こ
の
歴
史
と
現

実
を
直
視
し
、
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
確
実
に
後
世
に

継
承
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

現
在
、「（
仮
称
）
登
米
市

人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
」

の
制
定
に
向
け
て
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
や
地
域

と
の
か
か
わ
り
な
ど
も
含

め
、
し
っ
か
り
と
紐
解
き
、

人
権
擁
護
に
向
け
た
普
及
啓

発
に
努
め
る
べ
き
と
し
た
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

事
業（12

月
27
日
、
1
月
9
日
）

　

本
補
助
金
事
業
は
市
民
生

活
に
直
結
し
て
お
り
、
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
共
に
行
政

が
今
後
も
継
続
す
べ
き
と
考

え
る
。

　

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
整
理
お
よ

び
見
直
し
を
行
い
、
経
営
面

に
お
い
て
も
、
改
善
を
含
め

た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

調
査
結
果
を
も
と
に
、
こ

の
事
業
の
優
先
度
の
向
上
、

今
後
の
社
協
と
の
連
携
強
化

な
ど
２
件
の
提
言
を
行
う
も

の
と
し
た
。

国
立
療
養
所
東
北
新
生
園
の

現
状

（
１
月
26
日
）

　

国
立
療
養
所
東
北
新
生
園

は
1
9
3
9
年
に
病
床
数

4
0
0
床
で
開
設
さ
れ
、
ピ

ー
ク
時
に
は
7
7
0
床
を
有

す
る
施
設
規
模
で
あ
っ
た
。

　

現
在
の
入
所
者
数
は
27
名

で
、
平
均
年
齢
も
90
歳
を
超

え
て
い
る
と
の
説
明
で
あ
っ

た
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
は
、

対
す
る
疑
義
」
な
ど
、
多
く

の
質
疑
が
出
さ
れ
た
。

今
後
の
合
併
処
理
浄
化
槽
整

備

（
2
月
9
日
）

　

整
備
手
法
の
違
い
に
よ
る

個
人
負
担
額
の
試
算
を
も
と

に
、
現
状
の
課
題
に
つ
い
て

調
査
を
実
施
し
た
。

　

市
設
置
型
の
浄
化
槽
整
備

を
継
続
し
た
場
合
、
浄
化
槽

管
理
に
係
る
収
支
差
額
が
増

加
す
る
た
め
、「
収
支
差
額

に
対
応
し
下
水
使
用
料
を
値

上
げ
す
る
」
か
、「
整
備
手

法
を
現
在
の
市
設
置
型
か
ら

個
人
設
置
型
へ
転
換
す
る
」

と
い
っ
た
対
策
の
必
要
性
が

示
さ
れ
た
。

宮
城
県
東
部
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
総
合
整
備
事
業
の
進
捗

状
況

（
2
月
9
日
）

　

８
年
４
月
か
ら
の
運
用
開

始
に
向
け
た
経
過
報
告
と
今

後
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。　
　

　

当
委
員
会
で
は
、
進
捗
状

況
を
継
続
調
査
す
る
こ
と
と

し
た
。

旧
仙
台
学
寮
跡
地
の
利
活
用

（
2
月
9
日
）

　

こ
れ
ま
で
の
「
土
地
は
観

光
物
産
テ
ナ
ン
ト
の
併
設
を

条
件
に
民
間
へ
貸
付
し
、
地

代
は
本
市
の
子
供
た
ち
の
未

来
を
育
む
教
育
資
金
と
す

る
。（
建
物
は
解
体
）」
と
の

方
向
性
か
ら
、
今
後
の
「
土

地
及
び
建
物
を
民
間
へ
売
却

し
、
売
却
金
額
は
公
共
施
設

等
維
持
補
修
基
金
へ
積
立

て
、
教
育
施
設
等
の
修
繕
・

改
修
費
用
に
活
用
す
る
と
の

方
向
性
へ
、
利
活
用
の
転
換

を
決
定
」
し
た
こ
と
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
「
転
換
に

登
米
市
産
業
振
興
会
※
　

と
の

意
見
交
換
会

（
1
月
26
日
）

　
「
地
域
活
性
化
対
策
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
っ

た
。「
人
材
確
保
と
後
継
者

育
成
」
が
共
通
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
た
。
企
業
側
が
求

め
る
人
材
と
学
生
を
含
め
た

若
者
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

り
、
事
業
主
の
想
い
も
含
め

た
マ
ッ
チ
ン
グ
を
さ
ら
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。
企
業
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
新
た
な
取
組
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

青葉区堤町の旧仙台学寮跡地青葉区堤町の旧仙台学寮跡地

東北新生園内のしんせい資料館東北新生園内のしんせい資料館

㈱佐藤製材所㈱佐藤製材所

登米市産業振興会との意見交換会登米市産業振興会との意見交換会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
企
画
常
任
委
員
会

総
務
企
画
常
任
委
員
会

総
務
企
画
常
任
委
員
会

総
務
企
画
常
任
委
員
会

総
務
企
画
常
任
委
員
会
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こ
ん
に
ち
は
。
ど
ち
ら
か
ら

参
加
さ
れ
ま
し
た
か
。

―　

中
田
で
す
。
親
と
加
賀
野
に

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

―　

石
越
で
す
。
夫
婦
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

―　

迫
に
住
ん
で
い
ま
す
。
山
形

か
ら
嫁
い
で
き
ま
し
た
。

　
　

今
日
は
な
ぜ
こ
ち
ら
に
来
ら

れ
た
の
で
す
か
。

―　

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見

て
、
今
日
は
こ
こ
で
イ
ベ
ン
ト

が
あ
っ
た
の
で
来
ま
し
た
。

―　

一
番
は
、
広
く
て
き
れ
い
な

と
こ
ろ
か
な
。

―　

お
も
ち
ゃ
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ

て
、
同
じ
く
ら
い
の
子
が
い
っ

ぱ
い
集
ま
る
の
で
お
話
も
で
き

ま
す
。

　
　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
知
り
ま

し
た
か
。

―　

友
達
や
美
容
師
さ
ん
に
「
南

方
、
広
く
て
い
い
よ
！
」
っ
て

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

―　

私
は
出
産
後
、
す
ぐ
に
情
報

が
来
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
で
知

り
ま
し
た
。

　
　

よ
く
利
用
さ
れ
る
の
で
す

か
。

―　

生
ま
れ
た
頃
は
、
近
く
の
中

田
や
佐
沼
に
も
通
い
ま
し
た

が
、
歩
け
る
よ
う
に
も
な
っ
て

来
た
の
で
、
広
い
と
こ
ろ
が
い

い
か
な
っ
て
。
こ
こ
だ
と
ボ
ー

ル
プ
ー
ル
や
木
の
お
も
ち
ゃ
も

あ
り
ま
す
。

　
　

体
力
も
つ
い
て
遊
び
方
も
変

わ
っ
て
き
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
刺
激
を
与
え
て
疲
れ
さ
せ
て

帰
り
ま
す
（
笑
）。

―　

月
２
〜
３
回
、利
用
し
ま
す
。

　
　

石
越
や
中
田
で
も
行
事
を
し

て
い
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
ご
と

に
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
連
れ
て

い
き
ま
す
。

―　

私
は
週
２
回
く
ら
い
来
て
い

ま
す
。

　
　

山
形
か
ら
こ
っ
ち
に
来
て
、

普
通
に
過
ご
す
と
日
中
は
（
子

ど
も
と
）
二
人
っ
き
り
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
こ
う
い
う
と

こ
ろ
に
来
て
遊
ば
せ
る
こ
と
が

多
い
で
す
ね
。
近
く
に
実
家
で

も
あ
れ
ば
行
っ
た
り
も
す
る
ん

で
し
ょ
う
が
。
息
抜
き
に
も
な

り
ま
す
。

　
　

こ
こ
で
お
母
さ
ん
方
が
新
た

に
友
達
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
。

―　

あ
り
ま
す
よ
。
こ
こ
だ
と
、

同
じ
よ
う
な
マ
マ
が
い
っ
ぱ
い

集
ま
っ
て
き
ま
す
。
マ
マ
友
の

輪
も
広
が
る
し
、
保
育
園
探
し

の
情
報
交
換
な
ん
か
も
で
き
る

ん
で
す
。

―　

友
達
に
な
っ
て
、
帰
り
に
ラ

ン
チ
と
か
に
も
行
き
ま
す
。

　
　
「
こ
こ
の
○
○
が
い
い
よ
」

と
か
、「
○
○
に
行
け
ば
い
い

よ
」
と
か
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

―　

大
き
く
な
る
と
、
こ
ど
も
園

に
預
け
る
人
も
増
え
る
み
た
い

で
す
。
今
日
で
最
後
の
お
友
達

も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
ぽ
っ
ぽ
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
親

子
の
交
流
だ
け
で
な
く
、
育
児
中

の
保
護
者
の
悩
み
や
不
安
を
共
有

で
き
、
子
育
て
の
疲
れ
が
癒
さ
れ

る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
内
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ぽ
っ

ぽ
」
は
、
大
人
と
子
ど
も
の
仲
間

づ
く
り
の
場
で
す
。
こ
こ
で
は
子

育
て
情
報
の
交
換
や
相
談
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
親
と
子
の

ふ
れ
あ
い
の
時
間
に
お
邪
魔
し
ま

し
た
。

公募型プロポーザルにより基本構想・基本計画の策定を委託する事業者に
「シアターワークショップ・佐藤総合計画共同企業体」

が選定され、業務工程表が委員会に示された。

業務工程表概要 市民への周知と意見聴取概要

　〇基本構想策定
　　　・現状と課題の整理
　　　・基本理念・方針の設定
　　　・施設に求める機能、性能
　　　・ゾーニング検討
　　　・事業手法の検討　など

◆栃木県真岡市
新庁舎周辺整備事業（１月17日）
　新庁舎建設の跡地利用、子育て支援センターと図
書館の老朽化により、中心市街地活性化のために庁
舎周辺整備事業の検討が開始された。
　新庁舎建設においてハコモノ建設だけで良いのか
という反省があり、図書館、子育て、地域交流の各
分野で市民参加型ワークショップを開催し、企画運
営を担う市民協働組織の立ち上げの準備がなされて
いた。
　本市でも「（仮称）地域交流センター」をどのよ
うに運営していくのか検討を進めていかなければな
らない課題である。

◆新潟県長岡市
アオーレ長岡・ミライエ長岡（１月18日）
　長岡市は「まちなか型公共サービスの展開」と「市

行政視察報告

民協働によるまちづくり」を２つの軸とし、検討と
実践を積み重ね、「アオーレ長岡」を平成24年にオー
プンしている。２つのＮＰＯが入る市民協働セン
ターが市民交流・協働を支えている。
　さらに、人づくりと産業振興の拠点として、多様
な人材が市内外から集まる「米百俵プレイス ミラ
イエ長岡」の整備が現在進められている。
　本市でも市民交流の推進力をどのようにつくって
いくのか、ビジョンを明確にして市民理解を深める
ことが重要である。

も  おか

ながおか

令和６年1月～６月
　・市民説明会
　　　市内3か所3日間、４月中に実施予定
　・市民ワークショップ
　　　5月から一般と学生向けそれぞれ実施予定

　・市民アンケート
　　6月中に実施予定
　・パブリックコメント
　　本年6月と来年2月頃に実施予定

令和６年４月～７年３月

　〇基本計画策定
　　　・整備方針、必要機能・性能の設定
　　　・配置計画、概略施設設計の検討
　　　・既存施設利活用の検討　など

最終的に令和12年度完成を目指す。
計画進行と並行し、市民意見を参考としていく。

令和６年７月～７年３月

「

特　
　

集

定
期
議
会

委　

員　

会

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

一
般
質
問

特　
　

集

定
期
議
会

委　

員　

会

一
般
質
問

代
表
質
問

代
表
質
問

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

（1月17日～18日）

Voice
第 2 回

シリーズ 中心市街地等活性化特別委員会
基本構想・基本計画策定委託業者が決定、全体工程が提示される

レポート３

今
回
は
子
育
て
中
の
３
人
の

お
母
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
恐

れ
ず
、
楽
し
む
こ
と
を
忘
れ

な
い
気
持
ち
が
大
切
な
よ
う

で
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
と

め
市
議
会
だ
よ
り
」
の
感
想

な
ど
を
い
た
だ
け
る
と
励
み

に
な
り
ま
す
！（遠

藤
真
理
子
）

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

佐
々
木
好
博

副
委
員
長　

伊
藤　

善
博

委　
　

員　

熊
谷　

康
信

〃  　
　

浅
田　

琢
哉

〃  　
　

遠
藤
真
理
子

〃  　
　

鈴
木　
　

実

〃  　
　

永
島　

順
子

〃  　
　

曽
根　

充
敏

〃  　
　

岩
淵　

正
宏

議　
　

長　

 

関　
　
　

孝

　

人
間
の
潜
在
意
識
の
中
に

「
変
わ
り
た
く
な
い
」
と
い

う
心
理
が
あ
る
そ
う
で
す
。

「
今
の
ま
ま
で
い
い
」
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

時
間
は
進
み
、
時
代
は
変
化

し
続
け
ま
す
。
人
類
の
長
い

歴
史
か
ら
見
て
も
、
今
私
達

が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
の
時

間
は
一
瞬
と
も
言
え
ま
す
。

　

新
た
な
も
の
が
始
ま
る
時

に
は
、
あ
る
程
度
の
犠
牲
や

辛
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
伝

統
や
文
化
、
残
る
も
の
は
残

り
、
見
直
さ
れ
る
も
の
も
中

に
は
出
て
き
ま
す
。
今
年
の

「
き
の
え
辰
年
」
は
そ
の
よ

う
な
年
で
あ
る
と
書
か
れ
て

あ
り
ま
し
た
。
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佐
々
木
　
敬
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氏
（
中
田
）

福
　
田
　
　
透
　 

氏
（
米
山
）

三
　
浦
　
隆
　
悦 

氏
（
南
方
）

及
　
川
　
昭
　
子 

氏
（
南
方
）

さ
　
さ
　
き

け
い
　
　 

し

お
　
の  

で
ら

ゆ
う
　
　 

こ

ふ
く
　
　 

だ

と
お
る

み
　
　  

う
ら

り
ゅ
う
　 

え
つ

お
い
　
　
か
わ

あ
き
　
　 

こ

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

　
　
　
　
　
　
　
推
薦
に
同
意

髙
　
橋
　
正
　
則 

氏
（
南
方
）

た
か
　
　
は
し

ま
さ
　
　
の
り

教
育
委
員
会
委
員
任
命
に
同
意

小
野
寺
　
文
　
晃 

氏
（
石
越
）

お
　
の 

で
ら

ふ
み
　
　
あ
き

教
育
長
任
命
に
同
意

人
　
　
　
事

議会からのお知らせ議会からのお知らせ議会からのお知らせ

　本会議はインターネット中
継でご覧になれます。
　なお、ご不明な点などがご
ざいましたら議会事務局まで
お問合せください。

6月定期議会
６月３日（月）開会予定

スマホで！

「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
に
つ
い
て

議会中継 facebook

　

令
和
５
年
度
か
ら
他
市
広
報
誌
の
調
査
研

究
や
議
会
内
で
の
調
整
、
読
者
の
皆
様
に
も

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
進
め
て
き
た
「
と
め
市
議
会
だ
よ
り
」
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
読
者
の
皆
様
や

関
係
者
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
と
め
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、
議
会
と
市
民

を
つ
な
ぐ
大
切
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け

て
い
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
、
な
ん
と
か

改
善
し
た
い
と
い
う
想
い
で
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、
16
ペ
ー
ジ
（
以

前
は
24
ペ
ー
ジ
が
基
本
）
フ
ル
カ
ラ
ー
と
し
、

発
行
ま
で
の
期
間
を
短
縮
し
ま
し
た
。
記
事

は
市
民
生
活
に
関
係
す
る
部
分
に
焦
点
を
し

ぼ
っ
た
ほ
か
、議
会
や
委
員
会
で
議
論
に
な
っ

た
論
点
の
解
説
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
「
市
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
の
「V

oice

」
と
し
て
、

皆
さ
ま
の
声
を
直
接
お
届
け
し
、
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
コ
ー
ナ
ー
に
変
え
ま
し
た
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
れ
で
満

足
す
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
改
善
を
重
ね
、

さ
ら
に
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
け
る
よ
う

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
読
者
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

と
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委
員
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木
好
博

と
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